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                              校 長 青 木 俊 哉 

「も・もり・・もりあ・・・もりあがりがたりない！・・・・」と続く応援コール、今年の甲子園で話題にな

りました。熱戦の記憶と共に頭に残っている方もいらっしゃることと思います。いくつもの学校の応援席で使わ

れたコールですが、中でも大きく取り上げられたのは、３回戦の「専大松戸・土浦日大」戦。台風の余波で静岡

県に豪雨、東海道新幹線が運行を見合わせた日の出来事です。当日朝地元を出発し甲子園に向かう予定だった専

大松戸の応援団、在校生や吹奏楽部、父母・教職員等は、新幹線の不通により間に合わず、アルプススタンドは

ガラガラ…。スタンドに残された６名の部員とマネージャーでどうやって応援したらよいのか…という試合前、

楽器も太鼓もなく、音出しも儘ならず、限られた人数での応援という厳しい状況下で彼らが考え着いたのが、こ

の夏の甲子園で流行り始めていた“この”応援コールでした。部員のリードにわずかな人数の応援席からも徐々

に声が上がり、次第に声を合わせ、広がり、まさに“盛り上がり”をみせていったのです。この様子は後日テレ

ビの情報番組でも報道され、さらにこのコールの原点を探る取材まで進められていました。コロナ明け、声出し

解禁後の応援に向けて岩手県の高校球児が探し出したコール、そこからいくつかの高校のサッカー部や出身中学

校等複数の学校を遡り、あるインフルエンサーの方が１０年以上前にアップした動画までたどり着いていました。

この方が全くのスタートということでもなく、調べるとさらにその前が…といった記事も見かけますが、検索し

て見付けたコールを自校の応援に活用しようとした高校生たちの感性や発想に、心が揺さぶられました。 

SNS での拡散、ネットでの検索頼み…否定的に捉える記事や論調は頻繁に見かけます。フェイクを肯定、推奨

するつもりはありませんし、デジタル依存も気にはなりますが、今回取り上げた“このコールのつながり”から

は、ネットのもつポジティブな側面がプラスに働き、検索や拡散によりもたらされた“良さ”を感じました。ま

た、“相手を叩く”声ではなく、あくまで“自分たちを盛り上げる”応援コールが、声出し応援可というタイミン

グに合わせ、甲子園という“特別な場”で広がりをみせたことにも心を動かされた、そんな夏でもありました。 

さて、学校は一年で一番長い２学期を迎えます。「盛り上がりが足りない…」と言われることのないよう、学校

行事や日々の学習活動を通して、“盛り上げて”いきます。校舎関係の工事も徐々に終わりが近付き、きれいにな

った外壁が見えてきます。１０月実施の岩井移動教室は、今年は５６年合同での取組です。６年が単学級という

事情もあっての初の試み、来年度以降に引き続くものではないかもしれませんが、新たな取組を楽しみにする子

供も多いと思います。遠足や社会科見学等の校外学習、音楽会をはじめとする学校行事も、期待に応えるものに

するために、既に準備に取り組み始めています。“盛り上がり”を待つ…のではなく、自分たちで“盛り上げる”、

その原動力は、笑顔で元気な子供たちの力です。そのために、支える大人も…共に“盛り上げて”いきましょう!! 

 「盛り上がり～今夏の記憶から～」 



 いよいよ 2学期が始まりました。７月の教育活動を振り返り、学校生活をご紹介いたします。 

  

7月の教育活動など 

【連合水泳記録会 ６年生】  

 7 月 7 日（金）に 6年生の連合水泳記録会を実施しました。この

記録会は、全ての練馬区立小学校の６年生が７月、もしくは９月に

取り組むことで「連合」という名称となっています。目的は、この

記録会を通して、今までの水泳の学習の成果を確認したり、自分自

身の泳力が高まったことを実感したりすることです。 

 25m自由形（ビート板使用）、25m自由形、25m平泳ぎ、50ｍ自

由形、50ｍ平泳ぎの５つの種目の中から１種目を選んでエントリ

ーし、自分の目標が達成できるように練習を重ねてきました。 

本番では、全教職員に見守られ、自分の最高記録を出せた児童が

多くいました。全力で泳ぎ切ったことに大きな達成感と満足感を

味わいました。また、友達を応援したり、健闘を称え合ったりする

姿も印象的でした。 

６年間の水泳の学習のまとめに相応しい記録会となりました。

目標に向かって努力をする姿勢を今後も大切にしてほしいと願っ

ています。 

 

 

7 月 13 日（木）に 2 年生の生活科「めざせ やさい名人」の学習で、近隣の農園「芹沢農園」でブルーベリー狩りを行い

ました。児童はワクワクしながら農園へ向かいました。芹沢農園は自然豊かな環境に囲まれており、広大な敷地で美味しそ

うなブルーベリーがたくさん育っていました。初めてブルーベリー狩りをすることで、児童は胸を躍らせており、笑顔と興

奮があふれる楽しい一日を過ごすことができました。ブルーベリーの木々の下で児童が一生懸命収穫をする姿は、とても心

温まる光景でした。自分たちの手で実を摘んでいく達成感と喜びが、一人一人の表情からにじみ出ていました。また、農家

の方からお話を聞き、ブルーベリーの育て方や農業の大切さについて学びました。こうして自然とのふれあいや地域の人々

との交流を通して、児童にとって農業のありがたみを実感する機会となりました。このように、地域と連携した活動を通じ

て、改めて地域を誇りに思い、自分たちが生まれ育った故郷を愛好していこうとする心情の素地が育つ貴重な時間だったと

振り返っています。 

 

 

 

7 月 3日（月）生活科「きせつとなかよし・なつ」の単元で、橋戸

公園へ夏を見付けに行きました。児童は、芝生の中で跳ねているバッ

タを見付けて大喜び。その後も夢中になって探す児童やクロアゲハ

チョウやテントウムシやセミを発見したり、ありの様子をずっと観

察したりしている児童もいました。園内の草花をじっくりスケッチ

している児童や咲き終わった花を拾って集めている児童もいまし

た。学校へ戻ってきたら、そのあとは水泳指導です。その日は、暑さ

も含め、夏をたくさん体験した一日でした。 

【ブルーベリー狩り ２年生】 

 

【生活科見学 1年生】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【着衣泳 ４年】 

７月１４日（金）に日本水難学会でご活躍していらっしゃ

る講師の方を 6 名お招きし、2 名の水泳指導員にもご協力い

ただき、水難事故防止のため、プールで着衣泳の講習を受け

ました。児童は着衣状態で水に入ったときの感覚を体験し、

背浮きで「浮いて待つこと」の大切さを学びました。はじめ

は、背浮きに対して戸惑いのある児童も、セーフジャケット

を活用することで、安心して背浮きをすることができました。

実際にペットボトルを持って、「浮く」体験をしましたが、多

くの児童が１分間以上も浮き続けられました。また、自分が

溺れたとき、溺れた人の近くにいたときなど状況に応じて、

自分がどう行動するべきかをロールプレイを通して学びまし

た。 

いざというときは、ポテトチップスの袋のようなお菓子の

袋でも空気が入っていれば、持って浮くことで命を守れるこ

とを知りました。溺れた際に命を守るために必要なことを、

体験を通して学習したことで、今後の日常生活で、安全に楽

しく海や川での遊び等に生かしていける、とても充実した時

間を過ごすことができました。 

 

 

 

【水道キャラバン ４年】 

 ７月１０日（月）に、社会科の「わたしたちのくらしと

水」の学習の一環として、東京都水道局の方を講師として

「水道キャラバン」の学習を行いました。子供たちは、水

源林に降った雨がどのように私たちの家庭に運ばれてくる

のかを、映像や寸劇、実験を通して楽しく学ぶことができ

ました。水源である小河知ダムは、東京ドーム１５０個分

もあると知り驚きました。また、水道の歴史や、世界の水

道文化についても知り、水の大切さを改めて実感していま

した。 

 

 

 

急速な情報化社会の進展により、本来より良く活用するためのツ

ールであるインターネットが悪用され、多くの問題も抱える時代と

なりました。そこで、今年度は、４、５、６年生を対象として、７

月 

 

情報化社会の急速な進展により、本来はより良く活用するための

インターネットが、ときに悪用され、多くの問題を抱える時代とな

りました。そうした背景を踏まえ、今年度は、７月１８日（火）に

講師をお招きし４、５、６年生が一堂に会して、情報モラル教室を

実施しました。 

 主として、写真や動画、メッセージのやり取りと、その際に気を

付けることについて、DVD を視聴しながら学びました。 

 
現在、世界中でインターネットを活用している人口は、５２億人いるといわれています。はじめは、二人だけの話

であったことも、インターネットを介して、あっと言う間に多くの人に知られてしまうことがあります。そこで、動

画や写真は、人に見られても良いものかどうか良く吟味すること（人に見せられないものは絶対に送らない）が大事

です。また、ラインやメールでのメッセージを送った後、なかなか相手から返信がないときに送り手が相手に対して

様々なことを考えてしまい、人間関係が気まずくなることもあります。いつも送り手は、送る前に読み返すことはも

ちろん、読み手である相手の状況を想像し、考える力が求められることも学びました。 

 また、文字だけの情報では、そこには感情が存在しないので、数々の誤解を生むこともあります。表情を見て話す

ことで、気持ちも伝わるので、インターネットだけに頼ることなく、対面で話をする表現力を磨いていくことの大切

さを改めて実感することができました。 

 

【情報モラル教室 ４、５、６年】 

【保護者の皆様へ】すでにご案内の通り、予定通り外壁および屋上防水工事が行われております。保護者の皆様が

ご来校の際は、東門（レインボー門）に統一させていただきます。どうぞご協力の程お願い申し上げます。 



９月の予定
日 曜 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 金 ★心 4 4 4 4 4 4

2 土

3 日

4 月 ★心 4 5 5 5 6 6

5 火 5 5 6 6 6 6

6 水 ★心 5 5 5 6 6 6

7 木 SC 5 5 6 6 6 6

8 金 ★心 5 5 6 6 6 6

9 土 4 4 4 4 4 4

10 日

11 月 ★心 4 5 5 5 5 5

12 火 5 5 6 6 5 5

13 水 ★心 5 5 5 6 6 6

14 木 SC 5 5 6 6 6 6

15 金 ★心 5 5 6 6 6 6

16 土

17 日

18 月

19 火 5 5 6 6 6 6

20 水 ★心 4 4 4 4 4 4

21 木 SC 5 5 6 6 6 6

22 金 ★心 5 5 6 6 6 6

23 土

24 日

25 月 ★心 4 5 5 6 6 6

26 火 5 5 6 6 6 6

27 水 ★心 5 5 5 6 6 6

28 木 SC 5 5 6 6 6 6

29 金 ★心 5 5 6 6 6 6

30 土

5 木

11 水

13 金

14 土

16 月

23 月

26 木

30 月

秋分の日

遠足（1・2年）

全校朝会　クラブ⑤

５時間授業　水曜時程　

４時間授業　稲荷山図書館（２年）雨天11/17

音楽朝会　移動教室事前健診（5・６年）

土曜公開日　自転車シュミレーター

岩井移動教室（５・６年）～18日（水）まで

クラブ⑥　避難訓練　読書旬間始

クラブ⑦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【練馬区一斉防災訓練（引き渡し訓練）について】

別紙でご案内の通り、９月９日（土）は、土曜公開授業日で、３校時　１０時１５分～１０時５５分は各学級とも教室にて授業
を公開しております。その後、震度６弱の地震を想定し、児童を安全に保護者に引き渡すための訓練として、練馬区一斉防災訓
練（引き渡し訓練）を行います。ご協力の程どうぞよろしくお願いいたします。
　
１．ねらい　・児童を災害から守り、安全に保護者に引き渡す実践力とともに組織的な防災実践力の向上を図る。
　　　　　　・保護者、児童、教師および地域の防災意識の向上、およびその対策への関心を深める。
２．訓練の時程および内容
　１１時１０分　訓練開始　緊急放送　揺れが収まるまで安全な場所で待機
　１１時１５分　メール配信
　１１時２０分　放送による全体指導
　１１時２５分　引き渡し開始　　各教室にて行います。※学年だよりでお知らせしておりますが、身分を証明するものをご
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持参ください。
　※自転車でのご来校は禁止とさせていただきます。

職場体験（三原台中より）～15日

体育委員会集会  レインボー班遊び（中休み）

校内音楽鑑賞教室（全）

10月の主な予定

敬老の日

４時間授業

 中里郷土の森（２年）雨天9/29    けがの予防（５年）

ＳＣ…スクールカウンセラー　　★心…心のふれあい相談員

※　事情により予定を変更する場合があります。

音楽朝会   中学校体験授業（6年）

集会委員会集会　　　

移動教室説明会（５・6年）

全校朝会　身体計測（4年） 

学　校　行　事　など

４時間授業　２学期始業式　給食始　安全指導

全校朝会　身体計測（2年）  下水道出前授業(４年)   委員会⑤

身体計測（1年）

身体計測（３年）  　S避難訓練

身体計測（6年）　

集会委員会集会　身体計測（５年）　　

土曜公開日  区・一斉防災訓練【引き渡し】４時間授業

９月生活目標

「時間を守ろう」

９月保健目標

「生活のリズムを


